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災害社会ー何が問題なのか

京都大学防災研究所

地震予知研究センター

川崎一朗
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今はどんな時代？

食料資源の枯渇 化石燃料の枯渇 地球温暖化
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30年後に世界はどうなるの？

地球温暖化・中後進国の産業発展

→一層の自然の荒廃・生態系の変化

→食物の枯渇・疾病の蔓延

→社会の荒廃→戦争？
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危機に瀕している人間社会

地球規模での自然破壊、環

境汚染、新しい種類の感染

症の頻発、慢性疾患の増大

今や、「人間社会が持続する

こと」が科学の基準になった。
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日本の特殊事情

欧米先進国と異なる要素

格差社会、急激な人口減、

「農」と「林」の崩壊、巨大災害
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30年後に日本はどうなるの？

人口急減

→産業を維持するために農村人口の都市への吸収

→農村・山村の消滅

→産業の疲弊→円価値の下落

→生活レベルの低下→社会の荒廃

（→南海地震？）

巨大地震が来なくても、危機は深刻化している
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研究者は、「純粋に科学の研究のみに目を向けてい

ろ」という教育を受けてきたので、困難。

ジャーナリズムの積極的な共同作業が必要。
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活断層分布
（「京都大学宇治地区における地震時の緊急対策ガイド」の図に加筆）
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上町断層アスペリティ
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影響度
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養老断層、鈴鹿西縁断層、琵琶湖西岸断

層など活動的な活断層が存在する。

しかし、発生確率を考えれば、２０年か

ら３０年後に起こるプレート境界型の南海

地震・東南海地震を仮想敵とした方が現実的。
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スーパー広域災害

救援はなかなか来ない。

大量の路上生活者が出る。

大量の餓死と疫病死がでる。
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「阪神淡路大震災モード」から

「南海地震モード」へ

「阪神淡路大震災モード」

＝数日まてば援助が来る。数週間までは仮設住宅。

「南海地震モード」

＝被災者は100万人のオーダー。

数週間まっても援助が来ない。大量の路上生活者。

ただし、防災対策は、大局的には共通
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何が最大の弱点？

戦後から高度成長期に大量
に作られた

「細い組木とモルタル壁の住
宅と、道の狭い住宅地」

東京だと環７と環８周辺、大
阪だと東大阪市、大東市
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宇治市と生駒市の人口変遷

2008/5/15 京都大学防災研究所川崎一朗 16

地球温暖化に強い社会構造

食物の枯渇に対応できる社会構造

巨大自然災害に打たれ強い社会構造
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格差社会＝災害に弱い社会

社会的弱者 低所得者には

防災対策などするは余裕はない

→

年収300万円以下で生活しているひと

には、耐震改修は難しい。

安い食品に飛びついても無理はない。

すべては格差社会に行き着くのでは？

社会の在り方を問うことでは？
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日本： 異常低温

ヨーロッパ： 異常高温

２００３年７月夏
世界で異常気象 欧州大熱波

46,000年に一度の現象
Schar et al.(2004)
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今後、数100年に１度、数1000年に一度という

災害が繰り返す？

100年に１度の災害を想定して、そこにパッチを当てていく

ような防災対策では間に合わないのでは。
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100万の被災者への大量の食料の継続的提供

復興のための大量の木材の継続的提供

山陽、山陰、北陸、信州
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もっとも本質的な災害対策

自給を中心にすえた複合経営

→農村・山村の活性化
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地球温暖化も、

食糧資源の枯渇も、

地震防災も

一つの枠組みで
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アフリカや南アメリカ

換金作物の輸出

主食用穀物の輸入

植民地体制の遺産

現在は経済的な

貿易関係の中で維持

国際分業論？

グローバリゼイション？


